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町
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C
O
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一O
六
四

一
八
二
一
四

一
振
興
を

τり
併
せ
て
工
場
の
誘
一

3
吏

員

、

区

長

連

絡

員

等

一

。

。

立

。
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J

0

0

0

0

0

一
致
を
促
進
宇
る
と
共
に
観
光
施
一
十
五
年
以
上
着
し
だ
者
一
伏
見
守
J
n

及
室
長
震
つ
も
重
し

一

設

を

充

実

し

て

鮪

町

住

民

の

主

主

の

他

各

町

村

の

財

政

一

決

d
首

位

奮

華

葉

夜

一

長

、

、

一

一

耽

宇

増

大

し

生

々

発

展

の

理

想

一

に

応

じ

て

行

ふ

一

'
1
¥

一
郷
た
ら
し
め
る
と
し
乙
を
基
本
方
一

O
議
会
議
員
の
定
数
一
台
厨
第
十
五
号
及
び
十
一
一
号
一
て
も
、
長
浜
町
の
嬰
聖
を
此
の

一
針
と
す
る
』
一
合
併
促
進
法
に
よ
ら
ず
白
一
に
依
る
町
内
申
書
口
復
旧
事
業
は
次
の
一
一
点
に
集
中
し
強
〈
懇
請
際

一
O
新
町
の
名
称
一
治
法
の
定
む
る
と
こ
ろ
に
従
ふ
一
通
り
で
あ
る
が
、
漸
く
農
林
省
一
情
し
て
お
い
た
0

4

一
新
た
な
町

K
L
て
発
足
す
る
一
こ
と
に
し
た
o

一
の
査
{
一
止
を
終
へ
た
の
み
で
建
一
次
に
む
づ
か
し
い
の
が
仁
久

一
の
だ
か
ら
新
し
い
町
名
を
選
ぶ
一
従
っ
て
議
員
の
数
は
一
一
干
名
一

Z官
及
び
運
輸
省
分
が
来
一
ー
の
一
一
帯
の
肱
川
護
洋
復
旧
で
ー
こ

一
が
£
い
と
一
之
説
と
、
雲
館
長
一
と
な
り
、
新
町
発
足
後
新
た
に
一
為
そ
の
会
↑
ぼ
う
十
決
定
的
に
一
の
地
区
は
藷
尚
一
宮
部
分
だ
叶

一
浜
と
一
千
主
張
と
現
在
の
長
一
翠
会
か
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
一
報
告
す
る
こ
と
が
同
系
な
い
が
一
を
分
断
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
古

一

一

一

一

難

点

と

さ

れ

て

い

一
浜
町
の
ま

L
と
云
ふ
の
と
大
体
一

O
選

挙

の

時

期

一

出

来

る

だ

け

頑

張

っ

て

両

省

一

一

一

一

一

友

石

長

屋

と

呼

ば

れ

て

い

る

一
一
一
一
説
に
分
れ
て
ゐ
た
が
、
結
局
一
そ
こ
で
首
長
友
び
議
員
の
謹
一
の
査
定
を
通
泊
さ
せ
る
線
高
今
一

↑

一

一

一

所

が

出

水

の

都

度

惨

害

す

蒙

る

一
回
長
浜
町
は
解
消
し
、
新
た
に
一
挙
の
時
期
は
何
時
に
す
る
か
を
一
の
準
備
を
整
へ
て
ゐ
る
o

一

一

一

一

一

は

泉

で

も

十

分

認

め

て

ゐ

↑

旧

六

ケ

町

村

の

区

域

に

於

て

長

一

討

議

し

た

結

果

一

最

も

困

難

を

橡

恕

さ

れ

る

の

一

一

一

一

一

る

の

で

あ

る

が

、

今

日

ま

で

採

一
浜
町
と
云
ふ
も
の
が
生
れ
た
と
一
町
長
選
挙
一
一
月
一
日
一
が
西
海
保
港
町
色
白
工
場
寄
り
一

も
連
絡
事
務
を
取
扱
ふ
機
関
が
一
一
三
考
へ
方
に
落
着
舎
新
町
名
一
議
員
選
挙
ご
月
丑
日
一
の
防
波
堤
カ
サ
上
げ
増
強
工
事
一
用
に
致
ら
な
か
っ
た
。

設
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
此
の
一
は
『
長
浜
町
b

と
す
る
こ
と
に
一
と
云
ふ
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
一
で
あ
っ
て
こ
の
箇
所
付
何
等
一
今
回
の
否
定
で
は
何
と
か
し

機
会
に
区
域
の
調
整
等
も
行
ひ
一
確
認
さ
れ
た
o

一

見

た

。

一

町

内

警

に

依

る

被

援

の

事

実

が

な

一

て

や

り

た

い

と

力

こ

ぶ

す

ス

れ

Zを
『
地
区
委
員
』
と
改
め
一

O
新

町

役

場

の

位

置

一

O
選
挙
区
の
設
置
一
〈
従
っ
て
災
害
復
旧
の
わ
く
こ
一
て
頂
い
て
ゐ
る
土
木
事
務
所
の

伯
母
回
り
設
置
す
る
こ
と
に
決
一
望
仕
の
長
浜
町
佼
場
の
位
置
一
議
会
務
員
に
つ
い
て
は
旧
町
一
ス
ら
ず
防
災

r事
と

L
て
和
一
一
一
印
刷
叩
強
く
期
待
す
る
も
の

定
し
た
o

一
止
す
る
こ
と
で
決
。
一
村
を
単
位
、
と
す
る
小
選
挙
区
と
一
上
げ
て
貰
ふ
よ
り
外
に
途
が
か
一
じ
う
し
た
訴
事
業
が
速
か
に

@

選

奉

管

理

委

員

会

一

O
合

併

の

期

日

一

す

る
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に
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休

意

見
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F

致

一
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あ
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施
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潮
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痛
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れ
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ゐ
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通

り

、

喜

一

い

ろ

〈
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議
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れ

た

が

結

一

を

見

た
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一

災

害

復

旧

だ

け

で

も

雪

之

め

つ

け

ら

れ

る

こ

と

の

な

λ
具

村
の
委
員
中
よ
り
一
一
一
名
の
新
委
一
局
、
新
町
発
展
の
為
の
豆
半
の
一
農
業
委
員
会
委
員
に
つ
い
だ
一
ら
ぬ
も
の
が
為
る
の
で
あ
っ
て
一
浜
町
と
し
て
常
に
明
る
い
健

員
を
互
選
し
て
整
理
統
合
す
る
一
計
を
一
元
旦
に
求
め
る
こ
と
と
し
-
は
白
滝
大
和
で
一
地
区
そ
の
一
防
災
(
災
窓
口
山
ぜ
受
け
ぬ
筏
に
事
一
会
な
生
活
が
楽
し
め
る
様
希
念

"

と

に

決

定

。

一

昭

和

コ

干

年

一

月

一

目

し

ι
ず
る
一
他
で
一
地
区
に
分
割
前
者
の
一
前
に
補
強
す
る
こ
と
〉
工
事
に
一
し
て
止
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
o

。

町

建

設

基

本

方

針

了

」

と

に

決

定

し

た

o

一
委
員
を
十
四
名
使
者
す
十
三
一
ま
で
は
手
の
串
雪
か
ね
る
国
の
-
を
完
済
の
も
の

新
町
が
如
何
な
る
周
一
念
に
基
一

O
一

般

職

の

身

分

取

扱

一

名

と

す

る

こ

と

で

諒

承

し

た

。

一

現

況

で

あ

る

。

一

農

林

省

関

係

い
て
建
設
さ
れ
る
べ
ぎ
か
を
指
一
希
望
退
職
者
の
外
は
全
員
新
一

O
今

後

の

事

務

処

理

日

程

一

併

し

な

が

ら

防

波

堤

そ

の

も

一

事

契

名

向
ず
る
「
町
の
憲
法
」
と
も
云
一
町
に
引
継
ぐ
こ
と
L
し

給

与

一

十

月

十

λ
円
|
|
一
一
十
円
の
一
の
の
被
害
は
な
く
と
も
毎
度

ふ
べ
き
重
要
案
件
で
あ
る
o

慎
一
の
調
整
は
新
町
長
の
手
で
行
ふ
一
間
に
各
部
連
絡
会
議
を
↑
符
ふ
一
の
高
潮
に
水
び
た
し
に
な
る
此

重
審
議
の
結
果
次
の
如
〈
践
女
一
こ
と
に
議
決
し
た
。
一
?
十
一
月
十
王
日
最
終
の
総
一
の
地
区
の
人
々
の
上
に
思
ひ
を

化

さ

れ

た

。
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務
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員
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を

石

笠

9

る
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致

す
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き

何

が

何

で

も

と

れ

『
新
町
一
は
長
浜
町
を
中
心
と
一
表
彰
の
範
囲
を
次
の
通
り
に
一
十
一
月
ご
十
日
全
体
合
議
一
光
け
は
通
過
さ
せ
ね
ば
相
成
ら

す
る
六
ケ
町
村
の
大
問
団
結
に
一
申
合
せ
た
。
一
十
一
月
一
一
一
十
日
各
町
村
で
一
ぬ
も
の
で
あ
り
、
去
る
六
日
系

よ
り
そ
の
強
力
な
提
携
の
下
に
一

1
町

村

三

佼

故

人

は

除

き

一

合

併

決

議

を

す

る

。

一

誠

一

し

-F小
沢
建
開
訪
日
比
拘
1

産
業
文
化
観
党
各
般
の
建
設
を
一
現
職
者
及
返
職
者
会
員
一
十
ご
月
初
旬
泉
罷
会
に
か
一
回
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LILI--:

期

し

て

発

足

す

る

も

の

で

あ

る

一

盟

議

会

議

員

現

一

様

員

は

全

一

け

る

。

一

本

線

が

完

全

に

打

立

て

ら

れ

、

こ
れ
が
苦
言
葉
港
の
整
備
拡
一
員
非
現
伎
は
十
二
日
平
以
上
一
其
の
他
純
一
部
の
申
合
せ
を
行
一
一
路
合
併
は
誌
を
ば
く
準
す

充
と
併
行
し
て
農
林
水
e

円

。

の
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起
債
を
認
め
交
付
税
の
合
斑

的
国
分
宇
見
ね
ば
合
併
後
の
事

業
計
画
は
図
難
で
あ
る
F

と
す
る
佐
々
木
氏

タ
機
構
の
自
然
縮
滅
に
依
っ
て

財
政
が
、
ら
く
に
な
る
P

と
す
る
西
田
氏
、
各
々
政
党
政
t

派
の
基
本
的
理
念
の
上
に
立
つ
}

て

の

見

解

で

あ

っ

た

。

一

叉
教
育
問
題
に
つ
い
て
は
、
一

岡
本
氏
か
ら
毅
員
定
数
の
不
合
一

現
や
公
民
館
活
動
費
の
倒
滅
等
一

に
つ
い
て
論
難
す
る
と
こ
ろ
が
一

あ
り
、
佐
々
木
氏
か
ら
は
教
員
一

聞
置
の
適

E
守
強
く
要
遣
し
、
一

回
出
氏
は
新
教
育
は
占
領
政
策
一

の
一
端
と
も
一
式
へ
る
と
言
外
一

に
再
検
討
の
含
み
を
持
た
せ
た
一

か
の
論
あ
り
且
、
教
員
数
の
問
一

認
は
経
済
を
離
れ
て
は
解
決
し
一

な
い
。
人
員
の
不
足
は
多
数
数
、
一
一

員
の
努
力
で
カ
バ
1
出
来
る
の
e

で
は
な
い
か
と
の
所
論
が
打
出

さ
れ
た
。

こ
の
二
つ
の
問
題
は
地
方
自

治
体
当
面
の
最
も
軍
大
な
も
の

で
あ
る
だ
け
に
、
簡
単
に
割
り

切
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
て
、

倫
幾
多
の
問
題
を
残
し
た
ま
』

宇
閉
会
に
な
っ
た
が
、
共
に
考

へ
る
時
聞
を
持
ち
得
た
だ
け
で

も
大
き
な
股
穫
で
あ
っ
た
と
恩

ふ。

第 8号

ーア IT刊誌空軍~

講

新

-M3事国
4也、

関I
の

ら

官達

足

日

月

町三の{~便
h に O他支上条合 O 

.8' 0'0' 0つ新地は給程例併新条戸さ委主4ミ包J外委去

塁塁壁2雲室長22名高音よ昔日例 F-zE言予塁交
付、村・灘ず町審管の原」新規時長規の川会し会村に月
は沖は黒村主は議、轄決震だ町穫にの則で総長てを合於コ
大浦新国も久従し区v定通け職等専職規あ務以ー召併て十
字。た 0 問、前た域一りを員二決務程つ課下月集{足周六
出 に じ書道。内主決保涼十す執のた長会一、準到日
海 、 〈島り のr 定留 l俄ーベ行取。、委円基協絹結
。 大ー大 0大.大手べしと手件き者扱 北員発本議密成
一字 字 字 字写 t.:し当を、が宮入 林間足的会な後

守席す構で調し
尽弘 Oペス部叉大の見に 事。る穏は否早
々報各部ら整と、字自たす o 0 が地こを十研〈
に委町渡れ備を大白滝がる越白上程大 来月と一月究¥
豆員村翠てす合越滝村、こ'滝老茂寸和 臨事に気六合会
つ‘と苦いるしのとの白と柴村松 *'t"午 、務決に円積合
て連も警るとてーな名滝で、は。下は可匂i次所定書室長けを
い絡現員。云・音Eるをの意下大 須従 、のよし決浜て:il:
る員;tFの ふ布!と会残力目見須字 戒前 諮りた、町ゐね
が等嘱設 これ青空算す屋の戒戒 、通 件は。新佼た
、名託置 とか川が意は一、川 穂り が i出 生場長各
何称員 もにの強味従致加、 積大 震護団 大に浜分
れは‘ 考編ー<で前を屋大 、字 決所 長総回I科

:寄り

事
業
費
決
定

額
単
仲
千
円

青
島
地
十
卜
浜
堤
防
ご
コ
一
七
一
一

間

馬

令

護

岸

根

閤

九

四

六

開
埋
立
地
堤
防
一
六
五
六

右
の
中
地
下
浜
堤
防
は
応
急

本
工
事
と
し
て
既
に
施
工
中
で

あ
る
。否
定
未
済
の
も
の

建
設
省
関
係

事
奨
名

一〕一 一一一一 」よ~-.::_ 一五..0......... 一一一二 一-'. 一一一

J 
J 

尾
を
臭
て
袖
展
開
踏
の
汽
係
績
き
け
一

仇
り
'

i

事
業
費
未
決

定
単
位
千
円

ぬ露か手
宿なの
るぬ
資〈
菊み
ちと 残
惜し城
みて戸
つ甘政
っき子
努熟
りー柿

るに問しれうにちをたみ気治が免つにたら大化作あ通
。、談たこ r 平 し。じ楽形ととてしり、洲財りる文
こ考会りれ二手口互て人みさ態思首 f"iて、加にと出。イじ
れえを の 1 にに行がとをのいが、、し蕗住いしそが
が T持規事る慕仙く団思、今つ飛菅戯ぽのむうた iし海
道夫つ叫をにしをに体つ今のつんなれ/およの物てん
徳ナた合守はて醤はにたさ世、でらじ¥殴うで則考だ
でるり{乍ろ 干干し、なこらの民しきょ酒段にあちえと
♂あも lすつう i斗な秩つとな佐主まり号の止なる鍛工い
りのもたと瓦 η い序てががみ々う捨談席懇つ。橋夫う

γ 、でよりがJ にるょを l!~ あらよ読んて含す意て私書F しの
法あう 、夜こよう保活‘っしさ政だ御言共にかは交てで

値るくて採嬰『こを厳に〈身 tι 行ゃう宙Jう宗法こ主か律
ね。こ宍とす考失め べ体気病虫にやと委主律主義らで
うそとす率るへはし冠<~をがを 村すをやもの民あ
ちしゃる伺に工ず(.11-><;栄健つ生な穏にる考政交政主り
のて交努'キ人夫 嬰養康けじく作はの完治化治主
多そ化力増のす程続長?にるなすにえも:仁やでを義政
いのと笛す i投るよ済をよなよいる害を文夫経あ考の治
の交いみよのこく的品くし号よよ?な化じ済りえ政で
も化う閥う t¥-::とやによす にうう及くで創や、:亡治あ
あに fのけに司活なる然ぐる保 ににほすあ打芸道夫 る
れもでて考にどよも然よち互街、するる出術徳す共。
ば価も行先手11 .う平Li. う行。ラ生流主主よ。そややる産 N.

程民治!翠こ文?をり文れる法~化要達は管に!而考少
度のはのれ化けと 化と。を行だ求が駄の心値えい
に、 、父?を なば無人願金考可とし身目交が多ての
比そそ一反.iZすし突でう銭えこ思て近で化けい吾も
例のの泉女すよてのあょを工とういにあすね交らあ
す町関の化九う反人 h う以夫で。る最る尊ば化はり
る村鳥 人ポな対身非なですあ.1{pもも。主主なを偉、
。民のーでス人派攻 i茸政投るりちの痛そすらつ大こ
金の 町あで々の撃徳 i冶票こ 1 よは切しるぬくにれ
銭文そ村る~') 11政ノ人家しとそい政にてだ。るしを e

に化のの。り政治デではてでの政治感今けたよてよ
ょの県政一 治家マあ反< :}，方治交じ訟でちJう、〈

っ
て
・
情
実
に
よ
っ
て
、
私
情

に
よ
っ
て
、
感
情
に
よ
っ
て
選

挙
授
票
ず
る
人
が
多
け
れ
ば
多

い
程
、
そ
の
国
、
果
、
町
村
の

政
治
は
筈
悪
多
く
さ
腐
敗
注
し

い
も
の
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

故
に
私
は
交
化
の
日
に
当
っ
て

思
う
。
吾
々
は
先
づ
道
徳
に
よ

っ
て
、
理
性
に
よ
っ
て
.
人
情

に
よ
っ
て
ヘ
私
情
に
あ
ら
ず
U

行
動
す
る
文
化
人
た
ら
ん
こ
と

す
-
闘
く
誓
い
欲
寸
る
も
の
で
あ

る。

，.~ 
れ a
¥¥':' 

(ー)

ろが政の化ならしく少に思 j)'てに闇
然う自が認のおでく日なはつつ佳、け十
し、然rr識日さあ軒のか固たたん国る一
、とにきとにずり並丸つ旗。長で肢と月
考浸わ自対、、みのたのと浜いが、三
え透た覚す町 ζ 安白が姿い町た立向日
たしりがるのの*J赤、をうで長ついの
かた、深国人事つが今見わあ浜てや翰
か社ま民連はて数はるける町い隣怒
ら会りとがとい多はこはよとる b の

女あで致、し、りるくたと、うは。の戸
化るあ育町て交もか美めは前にち嘗家を

る準れを苔はさて愛 あ私るやとつうの
，t，ごめて愛々毎れ・し文るほの日いけ結日
ろるいすの年た園、化。心で本うらびと
うよるる生この民文の 細あのこれつ私
かうだ万活のでが化白 いろ国とるく達
、にろ向が日あ祝をは 感う民をべのの
と努うへ、をるう準自 じか主妻、きか生
い力か営自祝かよめ由 が、は回Iで、活
うさ、み由ふらうると すと考のあどと
これ交還とと、 iζ Fi平 る思え人るうが
とて化め平共吾爺uと辛口 のうて々の結
ユをいをら手口に々定しを でとコいいかびど

外なでもあヨ考1ど蓄ないあ達はととなづ ばなも生反
にもはめる;7X 物建えたが少し、もて所なつの活省
色♂のなは。チて古、築ばり確なた識のもがらてがをし
々ばい交こャ い音、 またい考者か・文ぬ行、よな
沢か、化うに文音楽仏人える。去のとそ化とく年りが
山り叉財し L化の、像はで考だを中いのを思土毎善ら
あで交でたて財も詩、古あ支か持でう交活ううにく
るな化あ昔いとの歌絵いるのらつもこ化め。に増推現
のく財りのる女 L 茜昔。なーてはととる しえ溌突
で、は、立よ化よ物、の交い般いつには、 な種さの
あまこ交派うとう語学立化ののるきなどと けかせ契
るだん化なでをにな的派とは人人りるんい れにる際

然
し
こ
こ
で
は
ゴ
タ
ゴ
タ
と

面
倒
〈
さ
い
理
く
つ
を
言
う
こ

と
は
や
め
に
し
て
、
文
化
と
は

何
ぞ
や
、
と
い
う
こ
と
を
わ
か

り
や
す
〈
説
明
し
て
、
町
の
皆

借
地
に
如
何
に
生
活
す
べ
き
で
あ

る
か
、
を
考
史
実
行
し
て
い
た

だ
こ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

文
化
止
い
え
3

言
葉
は
独
乙
語

の
グ
ル
グ

l
ル
を
日
木
誇
に
訳

し
セ
も
の
で
、
一
回
h
T
耕
し
て
土

地
を
よ
く
す
る
工
う
に
、
心
を

よ
く
し
て
、
入
の
沢
を
住
み
よ

く
す
る
よ
う
に
、
考
え
工
夫
す

る
意
味
を
持
っ
て
い
る
言
葉
で

あ
る
。
そ
の
品
目
‘
肱
川
河
口
は

橋
が
な
く
沖
浦
と
長
浜
と
は

防
波
し
マ
変
通
し
て
い
た
が

更
に
船
橋
を
工
夫
し
作
り
更

に
更
に
工
夫
を
準
め
て
今
の
よ

う
に
一
堂
々
た
る
開
閉
自
在
の
大

餓
橋
が
出
来
て
、
変
通
が
便
利

に
な
り
、
械
や
町
は
佳
み
よ
く

な
っ
た
。
こ
う
じ
た
状
態
守
安

手ぷ久蕪 1111石
一魚舟崎 1111
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出

再
叡
鵠
文
化
の
闘
に
思
ふ

か秋買投 祷.じコ
な刀にげ 足守めえ
し魚け売 のけそ
'J;J)jり匂 子ちス
5 を v にを
隠し秋挿
のて島情し井
燃ゐ一七の てヒ
ゆる肱橋授燕
る秋舟上業風
こ刀ぐを
仁魚るは

之

輔

山

龍

昭和29年11月108 (毎月1回発行)

山
木
淵
側
舟

舶
の
灯
の
時
雨
る
i
秋
刀
魚
焼

に
け
り

病
院
の
窓
よ
り
秋
刀
魚
買
ふ
て

お
り

よE棒帰秋
るのる刀
宗主 魚
落買
ち J畠
てて
伊 空手島
型車 き k
l難雨礁
荒降波
れ~る
始町

雲
瀬
治
洋

椿
の
事
、
落
つ
廻
悔
の
絵
馬
仰
ぐ

境
内
に
ム
グ
の
突
出
央
院
に
棒
の

実

る萩じ草OJ 降コ市
唆寒 ちスと
てや‘まそ/よ
風 王立 ちスり
な腐 ぬにし
きの 埋?比戸
雨臼聞も付夕、
のは村る々保
今 ゴ朗ホや智
R や月 l柿三
も垂 ムの寄
降ら に秋

高
左
木
芳

無
浩
作
に
ア
マ
め
さ
げ
来
る
秋

万
魚
か
な

放
課
後
の
校
庭
静
が
秋
桜

↓

来

芥

栄

一

一
火
葬
場
の
斐
を
ミ
ミ
ズ
の
鳴
き

ゐ
た
り

L
d
 

rhizr 

，-一
地
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.、、、
斗

1
1

一

司

却

で

b
y
F
b

御
米
の
配
給
登
録
問

て菌E御がろ がJ百二
下給希あとを出よ月
さ係望句定録来りー
いにのまめ!苫まお日
。申方ずらのす米上
出はかれ変。をり
で、らた更購祈
L右有規にスら
手羽録rl.Uはずし
糧問庖ゃい るい
を内変際ろ と設
しに更式い と録

せ敬
婦
人

罪者
盛
大

11 

A
V
お
知
ら
せ
A
V

基
本
選
翠
人

名

簿

縦

覧

一
縦
覧
期
間
一十
一
月
五
日
か
ら

十
一
月
十
九
日
ま
で

て
椛
覧
均
所
長
浜
町
佼
場

来
春
諜
想
さ
れ
る
町
長
町

議
泉
知
事
泉
議
等
の
選
挙

は
全
部
此
の
名
滞
に
、
よ
っ
て

行
わ
れ
ま
す
。
此
の
名
溺
に
登

鼓
さ
れ
て
い
な
い
と
、
選
挙
権

は
あ
っ
て
も
投
票
が
出
来
ま
せ

ん
。
有
権
者
は
一
応
自
分
が
此

。
名
溺
に
登
載
さ
れ
て
い
る
か

お
米
の
配
給
登
録
居
の
変
更
を

希
望
さ
れ
る
方
は
来
る
十
一
月

十
一
日
上
り
同
月
二
十
日
湿
の

十
日
間
に
そ
の
手
績
を
し
て
十

を
、
是
非
確
か
め
、
若
し
も
れ

て
い
る
よ
う
で
し
た
ら
、
此
の

縦
貫
期
間
内
に
異
欝
申
立
を
し

て
下
さ
い
。

山
間
本
年
六
月
十
五
日
以
後
新

に
当
町
に
住
所
を
移
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
.
後
日
本
人
の
申

請
に
よ
っ
て
別
に
補
充
名
濁

に
登
載
さ
れ
ま
す
。

山
本
ム
メ
さ
ん
へ
廿
一
区
U

一
し
得
る
常
識
識
見
を
働
か
し
て

村
上
チ
カ
さ
ん
〔
二
一
十
区
)
一
道
義
的
な
政
治
宇
一
推
選
し
得
る

の
一
一
氏
に
対
し
賀
詞
並
に
記
念
一
政
治
家
!
?
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い

口
聞
が
贈
ら
れ
、
来
賓
と
し
て
、
一
金
や
情
実
で
動
か
さ
れ
ゐ
選
一
極

号
一
秋
の
催
し
物
の
白
眉
介
し
て
長
浜
町
ハ
育
島
を
除
く
U

の
一
末
永
町
長
、
満
野
議
長
小
川
一
で
は
よ
い
政
治
は
期
待
出
来
な

8
一
待
望
さ
れ
℃
ゐ
る
破
損
也
会
が
、
一
七
十
才
以
上
の
高
齢
者
一
は
、
ご
一
敬
育
委
員
、
小
野
季
広
氏
か
ら
一
ぃ
。
本
日
婦
人
会
の
方
々
や
、

第
一
今
年
も
婦
人
会
の
手
に
依
っ
と
一
百
十
名
、
こ
の
中
、
百
九
十
三
夫
々
の
立
場
に
於
て
丁
重
な
祝
一
町
内
各
階
居
の
皆
様
か
ら
種
々
一

一
十
月
三
十
一
日
盛
大
に
号
、
亡
し

r
一
名
の
お
年
寄
り
が
、
好
天
に
憲
一
辞
が
あ
り
、
更
に
高
田
問
者
を
代
一
の
瀕
励
を
受
け
た
の
で
大
い
に
一

一
た
。
一
ま
れ
で
、
年
に
一
度
の
喜
び
に
一
表
し
て
小
山
龍
之
輔
氏
か
ら
、
一
若
返
っ
た
気
持
が
す
る
斗
佐
々
元
一

一

費

調

議

J
3語
講
罫
塑
滋
輝
き
つ
つ
当
日
の
一
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
一
気
で
が
ん
ば
り
ま
す
ヂ
一

議

鱒

藤

勝

緩

叡

綾

麟

九

州

総

会

場

と

し

て

座

主

一

が

も

一

と

意

気

軒

昂

壮

者

を

し

の

一

議
離
轍
難
饗
議
懲
灘
滞
緩
議
溝
乞
叫

J
M
一
季
広
氏
の
厚
志
一
ヂ
年
寄
り
は
入
閣
の
体
で
云
ふ
一
ぐ
力
強
い
挨
拶
が
あ
っ
た
。
一

一

懇

さ

賢

治

襲

撃

;
Jに
依
り
無
償
提
供
一
と
『
ヘ
ゾ
』
の
践
な
も
の
で
あ
一
最
後
に
副
会
長
姻
川
貞
子
氏
↑

一

誠

縁

切

V機
騒

機

瀦

さ

れ

た

公

永

座

に

績

一

る

o

有
っ
て
何
の
用
去
さ
と
よ
り
閉
会
の
辞
と
引
雪
行
は
一

一

言

史

認

竺

仰

々

と

詰

め

か

け

た

。

一

様

な

も

の

ゼ

が

お

な

か

の

純

一

i
iやお
も
て
な
一

必
姦
私
示
為
必
》
ヌ
労
弓j

一υ
ソ
ソ
円
」
定
疋
刻
、
幹
事
聖
一
高
品
巴
自
悶
回
凶
一
め
〈
く
り
の
役
心
十
を
tριt
一
乙
し
て
い
る
と

τ'ご〉
こ
」
と
に
つ
い
て
の
御
申
索
需
内
が
一

率
繋

E
、
絞
♂
が
竿f

一γ
カ
ヨ
氏
号
の
開
雲
会
の
長
露
豆
一

E思Eふ。
へ
ソ
の
な
い
お
な
か
と
あ
っ
て
、
婦
人
会
諸
姉
の
三

一

審

議

長

一

機

~

自

ト

豆

諸

け

い

日

引

い

切

れ

い

一

目

立

川

町

営

一

説

日

免

許

時

削

減

)

一

中

d
p一一一一時計一~一

震
没
者
}
一
一
…
泌
物
川
広
三
十
一
泌
を
期
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
一
丈
夫
で
な
い
と
そ
う
し
た
活
動
一
一
同
感
測
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
一
一
宮
工
務
后
の
浮
で
新
築
中
一
ず
る
さ
、
施
主
施
行
者
一
日
許
可
1
日
時
間
以
片

務
機
騒
三
一
号
制
附
ふ
一
一
一
い
J
u

接γ
と
云
ふ
強
い
決
意
の
一
色
毒
い
が
、
如
何
な
ろ
状
一
づ
た

o

f

一
の
長
浜
中
学
校
は
、
先
般
の
第
一
共
に
一
丸
と
な
り
、
一
日
も
早
一
の
少
な
い
部
分
だ
け
を
抜
き
書

一
瀦
綴
織
機
鱗
齢
齢
制
よ
一
円
叫
ん
表
明
が
為
さ
れ
、
参
一
態
に
お
か
れ
た
老
人
で
も
、
只
一
金
式
千
円

F
国
儀
λ
氏
一
十
ご
号
台
風
で
、
足
場
や
タ
ワ
一
く
完
成
さ
せ
ん

A
と
意
気
込

7
3
2
5
2
J
a
i
-
z
z
i
i

議
綴
談
議
コ
ミ
チ
鰯
醐
鱒
ム
¥
列
者
一
同
に
深
い
感
一
一
つ
だ
け
は
出
来
る
仕
事
が
あ
一
金
式
千
円
清
水
ア
サ
カ
氏
了
の
倒
壊
に
依
る
大
被
害
義
一
ん
で
ゐ
る
。
一
残
り
式
万
丑
千
円
を
木
事
業
充

蕊
ぢ
絞
義
主
ぷ
…
…
一
い
い
mrぷ

繍

畿

♂

京

銘

を

与

へ

た

o

一
る
そ
れ
は
選
挙
一
や
通
じ
て
芭
し
一
(
写
真
は
劇
、
百
万
円
一
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ぞ
の
後
懸
一
倫
過
般
喜
多
採
機
所
上
田
喜
一
当
資
金
と
し
て
贈
ら
れ
た
o

記

の

騒

機

騒

託

期

滞

波

一

行

鱗

機

次

い

で

広

年

米

語

一

い

政

治

に

参

蓄

す

る

と

一

三

こ

一

の

行

〈

え

の

話

回

u

一
命
に
復
旧
工
作
を
績
け
、
既
に
一
三
郎
民
よ
り
金
五
万
円
が
寄
附
て
て
感
謝
の
意
を
捧
げ
る
も
の

議
J
Jふ
審

議

一

去

一

々

シ

ト

を

迎

ハ

ら

れ

た

一

と

だ

o

我

々

は

多

年

の

社

会

的

一

一

一

階

全

部

の

打

込

み

を

完

了

し

一

さ

れ

内

半

額

は

消

防

費

に

一

直

之
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z
z
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E

一

青

年

の

タ

傍

聴

詔

一

民

間

軒

日

J
E
U長
崎

白

川

吋

切

れ

日

一

時

的

翌

日

立

一

円

ゅ

は

刊

行

叩

印

私

一

hhum-、保
守
新
党

野

一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

!

1

1

1

一
年
男
女
の
怠
は
清
く
あ
三
五
仕
者
で
あ
る
書
歪
の
下
男
一
と
が
み
と
め
ら
れ
て
い
る
勺
」
一
義
の
震
は
泥
坊
で
あ
る
と
き
一
の
動
き
な
ど
政
界
は
告
で
あ

額

一

'

教

育

委

員

小

川

儀

三

郎

、

一

民

間

料

品

つ

長

引

い

と

で

あ

注

目

民

主

制

ド

れ

一

訪

問

抗

日

ぷ

一

一

日

一

止

め

て

か

L

っ
て
い
ろ
政
治
家
は
一
る
o

背
の
一
一
犬
政
党
は
政
友
と

一

十

一

月

計

計

計

引

引

百

引

上

明

日

引

い

壮

語

自

供

一

目

立

川

町

長

酬

一

日

目

立

制

訪

日

時

一

汚

れ

れ

ば

日

比

一

刊

誌

詐

取

は

は

口

十

日

)一一…一年間中叩一…一沼山一一同一…一れれ昨日川河存在で一荒川崎川村伝説一川れ刊誌ほお川町一日一民
H
J
山崎一日村山口町山一一れれ

折
一
作

d
演
会
が
役
場
会
霊
に
於
一
人
聞
は
考
へ
る
ア
ジ
で
あ
る
と
一
る
(
政
一
一
閥
抗
告
日
ゅ
一
バ
討
引

γ
い
M
M
M
M
M
U
一

日

U
れ
目
的
立
叫
が
一
ん
良
い
も
の
を
吸
牧
し
視
野
を
一
党
の
政
治
で
な
け
れ
ば
意
味
は

回
一
て
民
催
さ
才
た
o

先
生
の
お
話
一
パ
ス
カ
ル
が
言
っ
て
い
る
の
も
一
ず
る
経
済
の
集
中
的
表
現
で
あ
一
努
力
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
一
政
治
さ
せ
る
人
も
全
部
が
自
分
一
広
く
せ
ね
ば
な
ら
ん
。
一
な
い
o

そ
れ
は
英
国
の
よ
う
な

則
一
は
非
常
に
一
肝
銘
ら
深
い
も
の
な
一
同
じ
で
あ
る
。
人
聞
は
少
し
の
一
る
如
〈
政
治
は
又
、
立
派
な
愛
一
る
と
い
っ
て
ゐ
る
o

奉
仕
に
人
一
の
む
の
中
に
と
り
も
戸
」
す
た
め
一
米
国
主
義
だ
け
の
入
が
、
中
国
一
対
立
し
た
良
い
政
治
の
国
に
な

目
前
一
の
で
、
そ
の
大
要
を

E
記
し
一
水
が
得
ら
れ
ぬ
こ
と
で
も
、
自
一
の
集
中
的
表
現
で
あ
る
o

一
に
ほ
ど
こ
す
こ
と
で
あ
る
o

一
の
日
で
あ
る
o

政
治
は
議
会
に
一
と
か
ゾ
遼
と
か
草
新
と
か
の
線
一
ム
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
今
の

(
一
て
大
方
の
参

42資
し
た
い
。
一
然
か
ら
パ
宏
叩
を
奪
は
れ
る
。
死
一
愛
と
一
一
白
う
字
は
、
ま
こ
と
の
一
老
人
を
磁
い
育
宇
佐
励
ま
す
v

」

7
る
の
守
あ
り
、
投
票
に
よ
っ
一
を
偏
向
教
育
と
い
う
の
な
れ
ば
一

日

一

・

0

c

一
と
い
ふ
こ
と
を
思
い
こ
の
死
守
一
一
心
を
久
し
く
と
組
合
せ
て
咋
ら
一
と
も
、
駅
の
便
所
を
責
任
の
な
一
て
立
派
な
入
計
羊
り
出
し
、
デ
一
そ
の
人
自
体
も
米
国
へ
の
偏
向
一
国
民
の
責
任
で
あ
る
o

そ
の
た

…一百四一…古前一一一一耕一………昨日山山一一一一…一一一……盟国間一一一一一…一一一出………山一日一一一山一一…一部…

和
一
め
く
星
の
美
し
き
だ
と
言
っ
た
一
そ
れ
は
仰
の
前
に
は
国
王
も
一
か
す
他
人
を
尊
重
す
る
こ
と
で
一
男
で
あ
り
、
下
女
の
如
く
町
民
一
社
会
は
決
し
て
良
ぐ
な
ら
な
い
一
る
o

米
国
と
も
和
す
る
、
中
国
一
な
る
と
こ
ろ
の
道
徳
を
心
の
中

昭
一
人
間
の
実
は
人
を
草
取
す
る
こ
一
乞
食
も
‘
田
町
も
女
も
す
べ
て
一
こ
れ
が
社
会
生
活
の
大
本
に
な
一
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
り
、
以
一
政
治
家
は
広
〈
智
識
を
世
界
に
一
と
も
ゾ
連
と
も
和
す
る
国
で
あ
一
に
抱
い
た
人
々
、
こ
れ
の
表
札

一
と
で
あ
り
、
人
聞
の
霊
阻
性
ヒ
一
平
等
で
あ
る
と
い
う
カ
ル
ピ
シ
一
る
民
主
均
義
の
本
体
で
あ
る
o

一
下
職
員
す
べ
て
同
一
の
奉
仕
者
一
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
一
っ
て
よ
い
o

吉
田
首
相
は
最
近
一
た
社
会
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

一ュ

1
Zズ
ム
を
は
な
れ
た
民
一
の
思
想
即
ち
カ
ル
ピ
エ
ズ
ム
の
一
愛
は
生
か
す
ゼ
け
で
な
く
、
問
一
で
な
く
て
は
な
ら
ん
o

国
の
最
一
吉
田
首
相
の
外
遊
も
良
い
と
思
一
、
分
視
野
を
」
の
九
回
こ
広
一
裏
を
言
へ
ば
自
己
革
命
で
ら
り

一
主
主
義
は
な
い
o

民
主
主
義
は
一
一
宗
毅
革
命
の
考
へ
方
が
英
国
民
一
手
を
生
長
さ
す
こ
と
で
あ
る
o

一
高
の
奉
仕
者
は
総
国
大
臣
で
あ
一
ミ
し
か
し
宮
田
首
相
が
国
会
一
引
く

z

う

γ

t

一

一
道
徳
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
一
主
義
の
基
に
な
っ
た
の
で
あ
一
次
こ
は
奉
仕
す
る
こ
と
で
あ
一
り
閣
僚
で
あ
る
。
一
の
騒
ぎ
を
す
っ
ぱ
抜
か
す
た
め

7
5
2
tも
思
は
れ
る
一
昭
和
の
維
新
で
あ
る
o

そ
う
し

ニ
一
り
立
つ
も
の
で
あ
る
o

一る
o

人
問
主
主
っ
た
道
徳
一
る
o

奉
仕
と
は
、
五
ず
る
こ
一
日
本
の
か
つ
て
の
帝
国
主
義
一
の
外
遊
に
な
っ
た
の
で
は
国
民
一
芸
害
国
会
議
員
が
中
国
に
一
て
平
和
な
日
本
)
平
和
な
世
界

(
一
人
間
と
獣
の
違
ひ
は
人
聞
は
一
は
純
潔
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ん
。
一
と
で
あ
る
。
へ
り
下
つ
℃
人
に
一
は
個
人
の

A
益
を
国
と
い
う
回
一
の
税
金
を
む
だ
づ
か
い
す
る
三
招
待
さ
れ
る

O
に
旅
券
を
や
ら
一
を
つ
く
る
た
め
に
、
国
民
大
衆

一

訪

れ

諸

問

円

前

一

日

目

立

問

れ

わ

れ

い

一

つ

く

そ

で

あ

る

。

リ

y
カ
一
体
の
比
必
需
性
に
し
た
o

国
一
と
で
否
定
せ

h
ば

な

ら

い

行

い

HU--馬鹿げた
一
は
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

wv
山
川
円

古
川
岩
吉

浜
弁
朝
光

高
校
パ
ザ

l

一
中
日
訪
日
』

来
る
十
一
月
一
子
一
一
日
と
一
二
山
元
高
古

十
三
日
の
一
一
日
間
、
、
恒
例
に
依
一
大
山
岩
弘

る
長
浜
高
等
学
校
の
パ
ザ
ー
が
一
矢
野
慶
勝

聞

か

れ

ま

す

。

一

松

本

清

邦

父
兄
の
惜
し
み
な
き
協
力
と
一
岸
本
准
一
郎

生
徒
さ
ん
還
の
心
か
ら
の
サ

l
一
梶
本
福
宮

ざ
ス
に
応
へ
て
大
い
に
御
利
用
一
浜
井
栄
一

下
さ
い
ま
せ
。

生一
一

男

卓

二

男

繁

一

長

女

芳

美

三

女

孝

長

男

千

太

郎

長
女
、
み
ど
り
一

一
一
女
令
子
一

二

女

和

枝

一

三

男

，

頼

政
ι

長

男

幹

樹

『

嬰
更
に
つ
し、

て

請

流

曾

演

説

曾

に
交
筆
の
雄
、
舌
頭
亦
聴
く
者

を
し
て
一
々
納
得
せ
し
め
ね
ば

措
か
ぬ
て
い
の
鮮
や
か
き
で
あ

っ
た
。先
づ
高
校
生
を
対
象
に
呼
び

か
け
、
若
さ
の
震
さ
を
強
調
、

将
来
の
歴
史
を
つ
く
る
も
の
は

現
在

ι
?き
将
来
を
つ
く
る
寂

々
に
あ
る
、
そ
の
推
進
の
動
力

と
な
る
も
の
は
ヂ
末
完
成
に
対

す
る
努
力
F

と
P

自
由
を
求
め

る
要
求
P
L
」
で
一
あ
る
と
前
置
じ

て
、
こ
の
動
力
に
依
っ
て
世
界

の
歴
史
は
緩
ら
れ
て
来
た
。
資

本
主
義
も
共
産
主
義
も
す
べ
て

然
り
。
ブ
ラ
Y

ス
革
命
に
残
さ

れ
た
と
こ
ろ
の
富
の
不
均
衡
に

依
る
階
級
、
こ
れ
を
除
〈
活
共

産
主
義
の
た
い
頭
、
斯
く
て
今

世
界
は
共
産
資
木
の
二
つ
に
涜

れ
の
中
に
あ
る
が
、
何
れ
に
も

欠
陥
が
あ
る
o

此
の
一
J

陣
営
の

闘
争

t
歴
史
を
指
援
す
る
為
の

自
由
の
嬰
求
で
あ
り
、
未
完
成

に
対
ず
る
努
力
で
あ
っ
て
可
こ

れ
は
新
田
川
知

F
依
っ
て
解
決
す

る
o

既
に
し
て
マ
ル
キ
ジ
ズ
ム

の
改
革
の
時
に
達
し
て
ゐ
る
と

解
明
し
、
以
科
学
の
准
歩
は
思

想
を
更
新
す
る
ふ
こ
と
の
前
提

の
下
に
、
今
百
の
原
子
力
活
用

の
実
状
す
詳
述
日
木
人
は
そ

の
飽
力
に
於
て
、
科
学
的
に
も

思
想
的
に
も
他
民
族
に
劣
ら
ぬ

の
で
φ

め
る
が
、
そ
の
実
力
を
出

す
政
治
が
行
は
れ
℃
い
な
い
と

民
じ
、
斯
か
る
原
子
時
代
に
於

て
国
内
で
保
守
革
新
の
爾
陣
営

が
再
軍
備
に
つ
い
て
け
ん
そ
う

を
開
聞
け
て
ゐ
る
が
、
何
れ
も
現

実
を
遊
離
し
た
9

ワ
ご
と
に
羽

ぎ
ぬ
と
て
列
強
が
費
す
科
学
研

究
費
(
米
原
子
力
に
六
十
億
ド

ル
)
と
日
本
の
宍
れ
と
を
比
較

し
、
世
界
を
対
象
と
し
て
の
軍

備
な
ど
と
は
お
こ
が
ま
し
い
と

保
守
を
き
め
つ
け
.
安
保
条
約

自
体
が
米
国
の
宮
崎
の
軍
備
の
約

し
て
見
ょ
う
。

毛
利
氏
は
持
前
の
精
力
的
な

迫
力
を
以
っ
て
、
欧
州
東
洋
に

於
け
る
外
交
事
情
か
ら
説
き
起

し
、
謀
略
践
の
海
中
に
在
る
我

国
と
し
て
、
向
米
英
で
選
、
d

机

向
ソ
を
採
る
か
の
問
題
を
投
げ

か
け
、
ヂ
印
度
の
第
一
一
一
勢
力
的

存
在
で
あ
れ
グ
と
割
り
切
り

独
乙
と
日
本
と
の
敗
磁
感
の
相

違
の
最
も
願
者
な
も
の
と
し
て

独
乙
国
民
が
明
日
へ
の
情
熱
を

た
き
ら
せ
て
精
進
し
て
ゐ
る
姿

持
に
労
働
者
と
資
本
家
の
協
調

が
強
他
さ
れ
て
ゐ
る
実
情
を
述

べ
、
一
場
イ
人
さ
れ
る
外
資
に
於
て

も
.
円
木
げ
が
多
く
消
耗
ヱ
ネ
ル

ギ
1
に
費
消
し
て
い
る
の
に
反

し
、
独
乙
で
は
専
ら
生
産
一

ル
ギ
1
に
用
ひ
、
現
に
愉
品
弓

と
し
て
の
実
力
を
強
め
つ
つ
phe

る
と
断
じ
次
い
で
園
内
事
情
に

転
じ
て
我
が
大
東
亜
践
争
の
犠

牲
広
お
い
て
か
ち
得
た
、
た
っ

た
一
つ
の
も
の
、
，
で
れ
ば
民
主

々
義
政
治
で
あ
7
2
0

そ
の
政
治

が
果
し
て
行
は
れ
て
い
る
か
、

一
と
此
の
辺
か
ら
独
裁
吉
田
と
し

て
の
非
難
が
始
ま
り
失
業
対
策

、
中
小
企
業
対
策
を
忘
れ
て
金

融
独
走
の
デ
ブ
L
政
策
に
の
み

依
存
し
て
、
極
済
政
策
を
行
h
c

づ
ま
り
に
追
ひ
落
し
た
こ
と
L

民
主
々
義
政
治
を
破
か
い
し
た

こ
と
の
責
任
を
と
っ
て
引
退
せ

よ
と
結
論
す
る
の
，
で
あ
っ
た
o

最
後
に
彼
が
謂
ふ
ゲ
濁
流
を

排
し
て
清
流
を
通
せ
P

と
す
る

信
念
や
、
。
人
間
と
は
永
英
に

不
完
全
な
も
の
な
り
F
だ
か
ら

こ
そ
明
日
の
進
歩
を
目
惜
し
て

努
力
す
る
と
云
ふ
彼
自
身
の
錬

成
へ
の
謹
し
い
意
慾
に
は
共
感

深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

.
次
い
で
岩
淵
辰
雄
氏
.
流
石

t 

V

死

亡
木

原

サ

ワ

小

清

水

孝

子

政

所

新

一

v占
山
崎
チ
ヱ
子

穂

積

真

一

月

の

一
?
コ
エ
疋
例
町
議
会

一
?
四
合
併
建
設
委
員
会

h
v

合
併
防
後
書
記
事
務
連

絡
会

F

一0
・
六
合
併
総
務
委
員
会

4

町
共
同
募
金
委
員
会

一D
'

七
定
例
教
育
委
員
会

一
?
八
建
設
省
関
係
災
害
否
定

一
?
九
県
会
議
員
一
符
災
警
視

察
来
町

一0
・
一
回
合
併
建
設
委
員
会

一0
・
一
六
合
併
助
佼
蓄
記
事
務
連

絡

会

串

一
口
一
一
八
参
議
院
議
員
一
行
災
害

視
察
来
町

一0
・
二
口
合
併
総
務
。
副
委
員
長

助
佼
。
連
絡
協
議
会

一0
・
二
五
ム
ロ
併
消
防
団
長
連
絡
会

一
口
会
一
口
農
林
省
関
係
災
害
査
定

ト
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十東
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
理
論
で

は
反
対
論
も
成
立
す
る
が
現
奏

で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ん

で
は
な
い
か
と
革
新
す
た
し
な

め

る

の

で

あ

っ

た

。

¥

亨

更
に
経
済
事
情
を
解
説
し
.

4

-

政
治
の
品
目
、
困
に
依
る
経
済
界
の

危
機
、
科
学
で
の
世
界
の
劣
等

国
佑
す
る
危
険
性
を
強
調
、
倫

安
を
事
と
す
る
堕
性
も
い
け
な

い
、
さ
り
と
て
テ
ロ
も
排
除
せ

ね
ば
な
ら
な
い
、
選
翠
で
社
会

を
政
界
を
浄
化
せ
よ
と
結
ぶ
の

で
あ
っ
た
。

三
田
村
氏
の
は
徹
開
徹
尾
非

難
攻
撃
で
終
始
し
た
こ
と
だ
け

を
伝
へ
て
他
は
割
愛
す
る
。

不トi
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